【別紙2】

大阪市立南港南中学校 令和元年度 校長経営戦略支援予算【基本配付】実施報告書
(補足説明資料)

	本校では、「学力の向上」、「家庭学習の習慣づけ」、「ICT活用の推進」、「外部との連携」、「食育の推進」などを年度目標とし、年度目標に応じた事業効果を測る指標として、「チャレンジテストにおいて標準化得点を100以上にする」、「タブレットやPCを取り扱うことは楽しい」の肯定的回答を85%以上にする」、「外部講師による特別授業の5回以上の実施」、「毎日朝食をとっている」の肯定的回答を90%以上にする」と設定した。
上記を達成するために、以下の取組を行った。

1  取組内容(1)について

  1-1  取組を実施する必要性

[bookmark: _GoBack]本校での継続した課題は「学力向上」である。平成30年度のチャレンジテストにおいては、現2年生以外は大阪市平均を下回っている。生徒の学習意欲の向上、主体的・対話的で深い学びのためには、従来の指導方法にとらわれない、教員の創意工夫が必要である。また、中学校教室のICT機器の整備があまり進んでいない。
上記の問題を解決するために、教育振興基本計画における「施策5 子ども一人ひとりの状況に応じた学力向上への取組」の一環として、「漢字検定・英語検定の実施と基礎的能力・英語活用能力の向上」、「学び合い、自己の意見を述べる場を作り出す」ことを実施した。

  1-2  取組を実施することにより期待できる効果

漢字検定・英語検定の実施およびそれに向けての取り組みにより、「生徒に目標を持たせ、基礎的能力・英語活用能力の向上」が期待できる。また、学び合いの場ができやすいような教材を準備することで、「主体的・対話的で深い学びの場を増やし、未来社会を担う、積極的な生徒を育成する」ことが期待できる。

  1-3  具体的な実施内容

    具体的な実施内容としては、下記のとおりである。
・漢字検定の実施(全校生徒)、英語検定(1・2年生)の実施
具体的には、漢字検定の過去問題、部首・熟語の挑戦や、英検問題対策や面接練習を授業や放課後を利用して実施した。
・まなボードの購入
具体的には、まなボードを各教科で積極的に利用し、生徒の教え合い、学び合いを支援したり、提示資料としても活用した。

  1-4  取組に対する達成状況(A～D)及びその評価理由

    ・取組に対する達成状況: B
    ・評価理由:
取組内容において、チャレンジテストの標準化得点を見ると、1年生の3教科では101.9、2年生の3教科では112.8、5教科では111.6、3年生の3教科では95.1、5教科では98.7であった。3年生においては2年時に、3教科91.3、5教科92.5であるので、標準化得点100には届いていないが、昨年度より大幅に向上している。
　以上の成果から、B評価とした。

2  取組内容(2)について

  2-1  取組を実施する必要性

昨年度の調査によると、本校では、毎日朝食をとっている生徒が全体の82%である。様々な調査からも「毎日、朝ごはんを食べる子どもほど学力が高い傾向がある」ので、食育の推進が必要であると考えた。
上記の問題を解決するために、教育振興基本計画における「施策7 健康や体力を保持増進する力の育成」の一環として、「栽培を通して、食物に関して興味関心を高める」ことを実施した。

  2-2  取組を実施することにより期待できる効果

栽培を通した取り組みにより、「食物についての興味関心を高め、食の大切さを理解させる」、「植物の育て方や、旬についての知識を深める」ことが期待できる。

  2-3  具体的な実施内容

具体的な実施内容としては、下記のとおりである。
    ・栽培を通して、食物に関しての興味関心を高める。
今年度は残っていた物を利用したため、新たに土や種子・苗の購入は行わなかったが、庭園や水耕栽培でトマトや茄子他、大阪しろななど、様々な野菜を栽培し、家庭科とも連携した調理実習なども行った。

  2-4  取組に対する達成状況(A～D)及びその評価理由

    ・取組に対する達成状況: C
    ・評価理由:
取組内容においての達成指標を、「毎日朝食をとっている」の肯定的回答を90%以上にすると設定したが、結果は82%と、目標を達成できなかった。
　以上の成果から、C評価とした。

3  取組内容(3)について

  3-1  取組を実施する必要性

本校では昨年度より小中一貫校となり、市内全域から生徒を受け入れるようになった。生徒同士のトラブルや、人間関係により欠席しがちな生徒も出てくる。子ども達が安心して登校できるために、情操教育に力を入れる必要があると考えた。
上記の問題を解決するために、教育振興基本計画における「施策2 道徳心や社会性の育成」の一環として、「外部講師による特別授業」を実施した。

  3-2  取組を実施することにより期待できる効果

学校の教師だけでなく、外部の様々な人と関わることで、「感情や情緒をはぐくみ、道徳的な意識や価値観を養う」ことが期待できる。

  3-3  具体的な実施内容

    具体的な実施内容としては、下記のとおりである。
・性に関する特別授業の実施
具体的には、助産師を招聘し、生命の尊さ、生きる力を育んだ。
・人権学習に関する特別授業の実施
具体的には、全盲の障がいをもつ方を招聘し、様々な個別の人権課題の理解と認識の進化充実を図った。

  3-4  取組に対する達成状況(A～D)及びその評価理由

    ・取組に対する達成状況: C
    ・評価理由:
取組内容においての達成指標を、「いじめについての100%解決」、「不登校生徒の割合を3%未満にする」と設定した。前者は達成できたが、後者は3.1%と、目標を達成できなかった。
　以上の成果から、C評価とした。

4  総論

  4-1  年度目標の達成状況、総評

本校では、上記の取組を実施することにより、「学力の向上」、「家庭学習の習慣づけ」、「ICT活用の推進」、「外部との連携」、「食育の推進」という年度目標に対して、結果は次のようであった。
チャレンジテストにおいて、「1・2年生は100ポイント以上」とすることができた。また、3年生は100ポイントに届かなかったが、経年では向上できている。また、「家庭学習が習慣になっている」の肯定的回答は55%で、目標の60%には届かなかった。ICT活用については、「生徒・保護者へのeライブラリの説明会やHPでの周知」などで、「タブレットやPCを取り扱うことは楽しい」の肯定的回答は91%(昨年度は87.8%)で、目標の85%を大きく上回った。「外部との連携」では、企業・大学など7回の特別授業を実施し、目標を達成した。「食育の推進」については、先述の通り、目標達成はできなかった。
以上の結果から、年度目標に対する達成状況を「B」評価とした。

  4-2  学校協議会における意見

3月に予定していた「認知症サポーター養成講座」や「車椅子・アイマスク体験」などが、感染症拡大予防の関係で中止・延期となったので、次年度の開催についても協力させてほしい。
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